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★本山小★

1/  8（水） 始業式
1/  8（水）～10（金） ゆるやかなスタート期間
1/25（土） マラソン大会、引き渡し訓練
1/27（月） 代休
1/30（木） ＣＲＴ学力調査
1/31（金） 嶺北中学校体験入学

★吉野小★

1/  8（水） 始業式、身体測定
1/15（水） 保育所との交流
1/24（金） 英語検定
1/25（土） 人権参観日、一日先生
1/27（月） 振替休日
1/31（金） 嶺北中学校体験入学

★本山保育所★

1/  4（土） 保育始まり　 
1/  9（木）・24（金） 
　　　　　子育てサロン「すまいる」
1/15（水） 吉野小学校との交流
　　　　　避難訓練（火災）
1/16（木） 歯科講習（きりん組親子）
　　　　　13：30～14：30
1/17（金） 交通安全教室（きりん組）

MOTOYAMA

★・1月の行事日程・★★・1月の行事日程・★★・1月の行事日程・★★・1月の行事日程・★

★嶺北高校★

1/  8（水） 始業式
1/18（土）～19（日） 大学入学共通テスト
1/23（木） ファイナルレポート（発表会）
　　　　　【プラチナセンター ホール】
1/24（金） 第３回英語検定（一次）

児童の感想（一部抜粋）
★神戸新聞社で阪神淡路大震災の被害について
学習しました。地震が起きたということを他人
事だと思ってはいけないことを学びました。こ
れからは、家で地震などの災害が起きた時のた
めに、避難する道や場所を確認しなおそうと思
いました。
★東大寺の大仏が思っていたより大きくてびっ
くりしました。通るといいことがあるという大
仏の鼻と同じ大きさの穴も通ることができま
した。私は、穴につまって通れないんじゃない
かと心配だったけど通れてよかったです。
★海遊館には、イカやカニ、エイなどたくさんの
魚がいました。その中でも心に残ったのは、ジ
ンベイザメです。えさを食べながら優雅に泳い
でいる姿がかわいかったです。
★待ちに待ったユニバーサルスタジオジャパン
に行きました。最初に、ハリーポッターでバ
タービールを飲みました。その後、ジョーズに
乗って水を浴びてきて、マリオのパンケーキサ
ンドを食べました。ぶどうとクリームがあって
いて、とてもおいしかったです。
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★子育て支援センター★

1/10（金） 絵本に親しもう
1/15（水） 身体測定・育児相談
1/17（金） お誕生会
1/24（金） つくって遊ぼう
1/30（木） 子育て講座「押し花教室」

★嶺北中★

1/  8（水） 始業式
1/  9（木） 第５回３年実力テスト
1/12（日)・18（土）・19（日） 中学校バレーボール
　　　　　新人戦（天王体育館他）
1/22（水） 地教委学校訪問
1/24（金） 第３回英語検定（一次）　
1/25（土） 道徳参観日
　　　　　本山町ＰＴＡ研究大会
　　　　　（実践発表、スカッシュバレー大会）
1/26（日） 高知県市町村対抗駅伝競走大会
1/27（月） 代休（1/25）
1/28（火） 公立高校Ａ日程出願開始（～1/30）
1/31（金） 嶺北中学校体験入学

　10月９日から11日までの３日間、本山小学校と
吉野小学校の６年生21人が連合修学旅行に行って
きました。行き先は、神戸・奈良・大阪方面です。
　１日目は神戸で震災学習をしました。２日目は午
前中に東大寺と法隆寺で歴史学習、午後は海遊館の
見学をしました。２日間のさまざまな活動を通し
て、学校では得られないたくさんの学びができたと
思います。３日目はお楽しみのＵＳＪです。お目当
てのライドに乗ったり、たくさんのお土産を買った
りして、それぞれが楽しい時間を過ごしていました。
　一緒に過ごした３日間。２校の子どもたちが一緒
に楽しんでいる姿も多く見られ、子どもたちの絆も
より一層深まった修学旅行となりました。
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6年生が修学旅行に行ってきました！6年生が修学旅行に行ってきました！
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　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、日頃より町政の運営に対し、多大なるご理解とご協力を賜り、心よりお礼申し上
げます。
　さて、昨年を振り返りますと、元日早々、能登半島を中心に大きな地震が発生し、甚大
な被害をもたらしました。8月には宮崎県沖の日向灘で最大震度6弱の地震が発生し、気象
庁から南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」が初めて発表され、多くの町民の皆様が
不安な日々を過ごされたことと存じます。
　また、気候変動の影響により、全国各地で豪雨災害も発生し、能登半島では複合災害と
なってしまいました。そして、毎年のように災害級の猛暑が繰り返しています。
　昨年は、災害と厳しい自然環境に見舞われた一年でありました。
　こうした災害等に対応するためには、日ごろからの備えが重要です。水道などのインフ
ラ施設や住宅の耐震化など、防災減災事業を積極的に推進し、安心安全なまちづくりを進
めてまいります。
　長引く物価高騰が、町民の皆様の生活を直撃するとともに、地域の産業を大きく圧迫し
ています。町民の皆様の生活の安定と、地域産業の振興に積極的に取り組んでまいります。
　一方では、各種行事やイベントはコロナ禍前に戻り、まちなかでのイベントや町民祭、
各地区敬老会、町民運動会や産業文化祭など、多くの参加者で賑わいました。
　特に、まちなか活性化事業では、高知大学との連携や高校生なども加わっていただき、
「無理なく楽しく」を合言葉に取り組みを進めているところです。
　また、懸案でありました嶺北中学校屋内体育館や本山町堆肥センター（施設管理者：高
知県農業協同組合）に着手し、本年度内に完成予定であります。
　本年2025年は「乙巳」（きのと・み（へび））年で、蛇が脱皮して新しくなるよう
に、新たな段階に進む、努力を重ね物事を安定させていくといった、縁起のよい年になる
といわれています。
　先人が営々と築いてきた、本町の産業や歴史などの地域資源を大切にし、農畜林業や商
工業の振興、人口減少・少子化対策や教育の推進、健康長寿のまちづくり、防災対策、そ
してまちなか活性化から町全体の活性化に積極的に取り組み、将来にわたって持続可能な
まちづくりを進めるため、町民の皆様と共に町職員一丸となって取り組んでまいります。
　本年が、町民の皆様にとりまして、平安で輝かしい一年になりますことを心からご祈念
申し上げますとともに、本町がさらに元気で活気のある年となりますことを念願し、新年
のご挨拶といたします。
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　明けましておめでとうございます。
　町民の皆様方には、ご健勝にて希望に満ちた令和７年の初春をお迎えのことと、議会を
代表し、謹んでお慶び申し上げます。
　日頃は、議会活動に対しまして温かいご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年は、元日に能登半島で大地震が、さらに９月には奥能登豪雨による災害が発生し、
北陸能登地方では大変な１年でした。１日も早い復興・復旧と、今年は災害のない平穏な
１年であることを願っています。
　さて、恒例の干支の話ですが、今年は十二支６番目の巳（み）年ですが、より正確には
「乙巳」（きのとみ）とされます。「固定観念にとらわれず再生や変化を繰り返しながら柔
軟に発展していく年である」といわれています。
　そんな年を迎え、近年急激に進行する人口減少に対する対策に、全国の地方自治体は懸
命に取り組んでいますが、なかなか成果がみられない状況であります。国においては令和
７年度予算に地方再生の促進を図るため交付金財源を倍増する方針を表明しております。
県においても昨年から人口減少対策は、喫緊の課題として市町村からの事業申請を募集し
ている状況です。本町も１日も早く事業を策定し、具体的な対策を講じなければなりませ
ん。大きく変化する躍進の１年にしなければと思います。このことを含め、本町にはまだ
まだたくさんの解決すべき課題があります。地域活性化や住民を守るための防災対策、住
民生活向上のためのまちづくり等待ったなしであります。施策の可視化を図り、スピード
感をもって取り組むことが重要であります。執行部と議会の責任は重大であることを、改
めて認識し、今年こその決意で臨まなければなりません。
　本年も、議員一同、研鑽に励み決意も新たに住民生活の向上と町政発展のため、全力で
頑張ってまいる所存でありますので、なお一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。本年が、町民の皆様方にとりまして、平安で良き１年でありますよう、心か
ら念じまして、念頭のご挨拶といたします。
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2 02 5年（令和７年）202 5年（令和７年） 新 年 を 迎 え て新 年 を 迎 え て
～今年こそ躍進を目指して～

　　　新年のご挨拶

本山町議会議長　　　　
岩 本  誠 生

～元気と活気のある

　　　　　　　本山町に～

本山町長　　　　
澤 田  和 　
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工業の振興、人口減少・少子化対策や教育の推進、健康長寿のまちづくり、防災対策、そ
してまちなか活性化から町全体の活性化に積極的に取り組み、将来にわたって持続可能な
まちづくりを進めるため、町民の皆様と共に町職員一丸となって取り組んでまいります。
　本年が、町民の皆様にとりまして、平安で輝かしい一年になりますことを心からご祈念
申し上げますとともに、本町がさらに元気で活気のある年となりますことを念願し、新年
のご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、日頃より町政の運営に対し、多大なるご理解とご協力を賜り、心よりお礼申し上
げます。
　さて、昨年を振り返りますと、元日早々、能登半島を中心に大きな地震が発生し、甚大
な被害をもたらしました。8月には宮崎県沖の日向灘で最大震度6弱の地震が発生し、気象
庁から南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」が初めて発表され、多くの町民の皆様が
不安な日々を過ごされたことと存じます。
　また、気候変動の影響により、全国各地で豪雨災害も発生し、能登半島では複合災害と
なってしまいました。そして、毎年のように災害級の猛暑が繰り返しています。
　昨年は、災害と厳しい自然環境に見舞われた一年でありました。
　こうした災害等に対応するためには、日ごろからの備えが重要です。水道などのインフ
ラ施設や住宅の耐震化など、防災減災事業を積極的に推進し、安心安全なまちづくりを進
めてまいります。
　長引く物価高騰が、町民の皆様の生活を直撃するとともに、地域の産業を大きく圧迫し
ています。町民の皆様の生活の安定と、地域産業の振興に積極的に取り組んでまいります。
　一方では、各種行事やイベントはコロナ禍前に戻り、まちなかでのイベントや町民祭、
各地区敬老会、町民運動会や産業文化祭など、多くの参加者で賑わいました。
　特に、まちなか活性化事業では、高知大学との連携や高校生なども加わっていただき、
「無理なく楽しく」を合言葉に取り組みを進めているところです。
　また、懸案でありました嶺北中学校屋内体育館や本山町堆肥センター（施設管理者：高
知県農業協同組合）に着手し、本年度内に完成予定であります。
　本年2025年は「乙巳」（きのと・み（へび））年で、蛇が脱皮して新しくなるよう
に、新たな段階に進む、努力を重ね物事を安定させていくといった、縁起のよい年になる
といわれています。
　先人が営々と築いてきた、本町の産業や歴史などの地域資源を大切にし、農畜林業や商
工業の振興、人口減少・少子化対策や教育の推進、健康長寿のまちづくり、防災対策、そ
してまちなか活性化から町全体の活性化に積極的に取り組み、将来にわたって持続可能な
まちづくりを進めるため、町民の皆様と共に町職員一丸となって取り組んでまいります。
　本年が、町民の皆様にとりまして、平安で輝かしい一年になりますことを心からご祈念
申し上げますとともに、本町がさらに元気で活気のある年となりますことを念願し、新年
のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。
　町民の皆様方には、ご健勝にて希望に満ちた令和７年の初春をお迎えのことと、議会を
代表し、謹んでお慶び申し上げます。
　日頃は、議会活動に対しまして温かいご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年は、元日に能登半島で大地震が、さらに９月には奥能登豪雨による災害が発生し、
北陸能登地方では大変な１年でした。１日も早い復興・復旧と、今年は災害のない平穏な
１年であることを願っています。
　さて、恒例の干支の話ですが、今年は十二支６番目の巳（み）年ですが、より正確には
「乙巳」（きのとみ）とされます。「固定観念にとらわれず再生や変化を繰り返しながら柔
軟に発展していく年である」といわれています。
　そんな年を迎え、近年急激に進行する人口減少に対する対策に、全国の地方自治体は懸
命に取り組んでいますが、なかなか成果がみられない状況であります。国においては令和
７年度予算に地方再生の促進を図るため交付金財源を倍増する方針を表明しております。
県においても昨年から人口減少対策は、喫緊の課題として市町村からの事業申請を募集し
ている状況です。本町も１日も早く事業を策定し、具体的な対策を講じなければなりませ
ん。大きく変化する躍進の１年にしなければと思います。このことを含め、本町にはまだ
まだたくさんの解決すべき課題があります。地域活性化や住民を守るための防災対策、住
民生活向上のためのまちづくり等待ったなしであります。施策の可視化を図り、スピード
感をもって取り組むことが重要であります。執行部と議会の責任は重大であることを、改
めて認識し、今年こその決意で臨まなければなりません。
　本年も、議員一同、研鑽に励み決意も新たに住民生活の向上と町政発展のため、全力で
頑張ってまいる所存でありますので、なお一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。本年が、町民の皆様方にとりまして、平安で良き１年でありますよう、心か
ら念じまして、念頭のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。
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「乙巳」（きのとみ）とされます。「固定観念にとらわれず再生や変化を繰り返しながら柔
軟に発展していく年である」といわれています。
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ん。大きく変化する躍進の１年にしなければと思います。このことを含め、本町にはまだ
まだたくさんの解決すべき課題があります。地域活性化や住民を守るための防災対策、住
民生活向上のためのまちづくり等待ったなしであります。施策の可視化を図り、スピード
感をもって取り組むことが重要であります。執行部と議会の責任は重大であることを、改
めて認識し、今年こその決意で臨まなければなりません。
　本年も、議員一同、研鑽に励み決意も新たに住民生活の向上と町政発展のため、全力で
頑張ってまいる所存でありますので、なお一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。本年が、町民の皆様方にとりまして、平安で良き１年でありますよう、心か
ら念じまして、念頭のご挨拶といたします。

2 02 5年（令和７年）202 5年（令和７年） 新 年 を 迎 え て新 年 を 迎 え て
～今年こそ躍進を目指して～

　　　新年のご挨拶

本山町議会議長　　　　
岩 本  誠 生

～元気と活気のある

　　　　　　　本山町に～

本山町長　　　　
澤 田  和 　
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　11
月
17
日
（
日
）
吉
野
川
ふ
れ
あ
い
広
場
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
、
第
45
回
産
業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　当

日
は
雨
の
心
配
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
中
は
日
が

当
た
り
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　メ
イ
ン
会
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

か
ら
始
ま
り
、
本
山
姫
流
太
鼓
の
演
奏
、
本
山
保
育
所

園
児
の
踊
り
、
嶺
北
地
域
中
高
一
貫
教
育
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
や
各
種
表
彰
式
（
詳
細
は
次
項
で
紹
介
）
、
午

後
か
ら
は
、
本
山
小
学
校
に
よ
る
木
製
ベ
ン
チ
の
寄
贈

式
や
吉
本
芸
人
「
で
す
よ
。」
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
と
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。

　吉
本
芸
人
「
で
す
よ
。
」
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
は
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
お
こ
り
ま
し
た
。

　当
日
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た

「
も
ち
投
げ
大
会
」
で
は
浦
臼
町
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
、
来
場
者
が
大
勢
集
ま
り
、
本
山
の
秋
の
祭
典
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　本山町及び土佐天空の郷振興会の主催によ
り、本山町が平成23年10月に「日本で最も
美しい村連合」に加盟したことを記念して開
催しています。本山町の棚田や汗見川渓谷な
ど四季折々の風景や本山町内で撮影された作 
品を募集しました。
　出品された97点（30名）の中から、みご
とに受賞された方にお越しいただき、表彰を
行いました。

　このコンクールは、町内の小学生を対象に、森や木々・花等に興味を
持ってもらうためのきっかけづくりとして始まり、今年で27回目を迎え
ます。今回の応募作品数は、68作品でした。産業文化祭ではその中か
ら、審査会で選ばれた最優秀賞１点・優秀賞２点・優良賞３点の表彰を
行いました。

受賞内容
最優秀賞

優 秀 賞

優 良 賞

学校・所属等
本山小学校・６年
吉野小学校・１年
本山小学校・４年
本山小学校・５年
吉野小学校・３年
吉野小学校・２年

氏　名
  よし だ   　　  　りん 

吉田　　凜
やまうち　　 ゆ　か 

山内　優佳
 ふじかわ ま　き　と  

藤川真希人
 つ　だ　　  えみ り 

津田　咲璃
たい け　    ら い が

大家　星虎
 ふじまき  　 とお  や  

藤巻　十哉

最
優
秀
賞

本
山
小
６
年
　
　
　

　
　
　
吉
田
凜
さ
ん

第45回本山町産業文化祭が開催されました

　町民表彰は、昭和54年度より始まり、今年で46回目を迎えました。これまで、本町の発展、振興に
寄与された177組の皆様が受賞されています。

たか  い 　　とよとし
髙井　豊歳 様
　髙井様は、平成３年から４期12年間の永きにわたり本山町農業委員
を務められ、担い手の育成、農用地の集積等に尽力されました。
　また、吉延営農組合 組合長や、本山町特産品ブランド化推進協議会
会長等の役職を歴任され、本町農業の振興・発展に寄与されました。
※本人が亡くなられているため、髙井智也氏が代理出席。

■町民表彰

　多年にわたり、農業、商工業、文化等において地域振興に尽力された方を産業文化祭において表彰し
ています。第45回産業文化祭では、３名の方を表彰しました。

◇商工業の部
まつしげ　　やす　お
松繁　康雄 様（写真：左）
　松繁様は、15年間本山町商工会の理
事として本山町の商工業の振興・発展に
尽力され、地域の発展に努められていま
す。また、永年にわたり地域住民の自動
車に関する困りごとに対して親身に相談
に乗り、事故防止、省燃費等により本山
町民の暮らしに貢献され、後継者に事業
を引き継ぐ基盤をつくり、地域の商業機
能維持にも大きく貢献されています。

◇農業の部
おおいし　　つぐ　や
大石　貢也 様
　大石様は、昭和63年から
平成12年までの間、４期12
年間本山町農業委員を務
め、農業委員会活動に尽力
され、本町農業の振興・発展に寄与されました。特に、耕作放
棄地の解消や農用地の利用集積拡大に尽力されました。
※右城雄一氏（写真：右）が代理出席　
いしはら　　ひで　き　
石原　秀城 様（写真：中）
　石原様は、平成23年に定年帰農後、土佐あかうしの繁殖経営
や農林業を中心に地域のリーダーとして多方面で尽力され、本
町の農林業の振興・発展に大きく寄与されました。

■産業文化功労賞

■
緑
に
関
す
る

　
　 絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

受賞内容
最優秀賞

優 秀 賞

学校・所属等
本山小学校・６年
本山小学校・２年
本山小学校・４年
嶺北中学校・２年
嶺北高等学校・１年
一　　　般

作　　　品
大丈夫　あなたは一人じゃないから
人はみな　ちがうから　いいんだよ

自分には、自分のよさがある　きみにはきみのよさがある
多様性　その人の良さ　受け入れよう
ありがとう　感謝の心　広がる町へ

―

氏　名
かわむら　　なみ か 

川村　南果
 とくひろ　　そうすけ 

德弘　壮亮
おおした　　りつ き 

大下　立騎
たかはし　　くれ は 

髙橋　紅葉
いそ の　　　し　き 
磯野　四季

  　  
―

受賞内容
日本で最も
美しい村賞

金　賞

銀　賞

　

　

銅　賞

　

　

天空の
棚田賞

氏　名
おか　　　   けん た 

岡　　建太
にしおか　　すえ　こ 

西岡　季子
 かつらく　　たか　し  

勝楽　隆司
  あ か し　　　　ただし

明石　　正
はやし　　　 まさ  お　

林　　正男
　かわしま　　しょういち  

川島　正一
まつ  ぎ  　　のぶひろ

松木　宣博
 ながたに 　　 ゆ　み   

長谷　由美
   み　い 　　ひでのり 

三井　秀範
かわばた　　せい  か 

川端　聖佳

作品名

郷の星空

清流修行
「一斉放水、
はじめ！」

ポスター

棚田に負けるな！
天空の星

スノー・モンスター
と私
技術伝承

秋空に咲く

星降る郷

田んぼに棲む
ムツゴロウたち

住所

高知市

高知市

本山町

香美市

高知市

高知市

南国市

愛媛県松山市

香川県綾川町

本山町

■天空の郷もとやま写真コンテスト

　
　本山町では、広く人権問題の理解と、人権意識の高
揚を図るため、人権問題についての標語を募集してい
ます。今年は、町内の小学校・中学校・高校併せて
226点の作品の応募がありました。その中から審査会
で選ばれた最優秀１点と優秀５点の表彰を行いまし
た。なお、最優秀作品は、広報もとやまの下部タイト
ルでも使用されます。

■人権標語コンクール

（
前
列
左
か
ら
：
吉
田
さ
ん
、
藤

川
さ
ん
、
津
田
さ
ん
、
藤
巻
さ

ん
、
大
家
さ
ん
、
山
内
さ
ん
）

前列左から：松木さん、林さん、西岡さん、勝楽さん、川端さん

（
前
列
左
か
ら
：
大
下
さ
ん
、
川
村
さ
ん
）



広報もとやま第260号（2025.1）5 交通ルールを守りましょう！ うがい・手洗い・マスク・予防接種で感染症予防 4広報もとやま第260号（2025.1）

　11
月
17
日
（
日
）
吉
野
川
ふ
れ
あ
い
広
場
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
、
第
45
回
産
業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　当

日
は
雨
の
心
配
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
中
は
日
が

当
た
り
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　メ
イ
ン
会
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

か
ら
始
ま
り
、
本
山
姫
流
太
鼓
の
演
奏
、
本
山
保
育
所

園
児
の
踊
り
、
嶺
北
地
域
中
高
一
貫
教
育
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
や
各
種
表
彰
式
（
詳
細
は
次
項
で
紹
介
）
、
午

後
か
ら
は
、
本
山
小
学
校
に
よ
る
木
製
ベ
ン
チ
の
寄
贈

式
や
吉
本
芸
人
「
で
す
よ
。」
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
と
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。

　吉
本
芸
人
「
で
す
よ
。
」
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
は
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
お
こ
り
ま
し
た
。

　当
日
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た

「
も
ち
投
げ
大
会
」
で
は
浦
臼
町
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
、
来
場
者
が
大
勢
集
ま
り
、
本
山
の
秋
の
祭
典
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　本山町及び土佐天空の郷振興会の主催によ
り、本山町が平成23年10月に「日本で最も
美しい村連合」に加盟したことを記念して開
催しています。本山町の棚田や汗見川渓谷な
ど四季折々の風景や本山町内で撮影された作 
品を募集しました。
　出品された97点（30名）の中から、みご
とに受賞された方にお越しいただき、表彰を
行いました。

　このコンクールは、町内の小学生を対象に、森や木々・花等に興味を
持ってもらうためのきっかけづくりとして始まり、今年で27回目を迎え
ます。今回の応募作品数は、68作品でした。産業文化祭ではその中か
ら、審査会で選ばれた最優秀賞１点・優秀賞２点・優良賞３点の表彰を
行いました。

受賞内容
最優秀賞

優 秀 賞

優 良 賞

学校・所属等
本山小学校・６年
吉野小学校・１年
本山小学校・４年
本山小学校・５年
吉野小学校・３年
吉野小学校・２年

氏　名
  よし だ   　　  　りん 

吉田　　凜
やまうち　　 ゆ　か 

山内　優佳
 ふじかわ ま　き　と  

藤川真希人
 つ　だ　　  えみ り 

津田　咲璃
たい け　    ら い が

大家　星虎
 ふじまき  　 とお  や  

藤巻　十哉

最
優
秀
賞

本
山
小
６
年
　
　
　

　
　
　
吉
田
凜
さ
ん

第45回本山町産業文化祭が開催されました

　町民表彰は、昭和54年度より始まり、今年で46回目を迎えました。これまで、本町の発展、振興に
寄与された177組の皆様が受賞されています。

たか  い 　　とよとし
髙井　豊歳 様
　髙井様は、平成３年から４期12年間の永きにわたり本山町農業委員
を務められ、担い手の育成、農用地の集積等に尽力されました。
　また、吉延営農組合 組合長や、本山町特産品ブランド化推進協議会
会長等の役職を歴任され、本町農業の振興・発展に寄与されました。
※本人が亡くなられているため、髙井智也氏が代理出席。

■町民表彰

　多年にわたり、農業、商工業、文化等において地域振興に尽力された方を産業文化祭において表彰し
ています。第45回産業文化祭では、３名の方を表彰しました。

◇商工業の部
まつしげ　　やす　お
松繁　康雄 様（写真：左）
　松繁様は、15年間本山町商工会の理
事として本山町の商工業の振興・発展に
尽力され、地域の発展に努められていま
す。また、永年にわたり地域住民の自動
車に関する困りごとに対して親身に相談
に乗り、事故防止、省燃費等により本山
町民の暮らしに貢献され、後継者に事業
を引き継ぐ基盤をつくり、地域の商業機
能維持にも大きく貢献されています。

◇農業の部
おおいし　　つぐ　や
大石　貢也 様
　大石様は、昭和63年から
平成12年までの間、４期12
年間本山町農業委員を務
め、農業委員会活動に尽力
され、本町農業の振興・発展に寄与されました。特に、耕作放
棄地の解消や農用地の利用集積拡大に尽力されました。
※右城雄一氏（写真：右）が代理出席　
いしはら　　ひで　き　
石原　秀城 様（写真：中）
　石原様は、平成23年に定年帰農後、土佐あかうしの繁殖経営
や農林業を中心に地域のリーダーとして多方面で尽力され、本
町の農林業の振興・発展に大きく寄与されました。

■産業文化功労賞

■
緑
に
関
す
る

　
　 絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

受賞内容
最優秀賞

優 秀 賞

学校・所属等
本山小学校・６年
本山小学校・２年
本山小学校・４年
嶺北中学校・２年
嶺北高等学校・１年
一　　　般

作　　　品
大丈夫　あなたは一人じゃないから
人はみな　ちがうから　いいんだよ

自分には、自分のよさがある　きみにはきみのよさがある
多様性　その人の良さ　受け入れよう
ありがとう　感謝の心　広がる町へ

―

氏　名
かわむら　　なみ か 

川村　南果
 とくひろ　　そうすけ 

德弘　壮亮
おおした　　りつ き 

大下　立騎
たかはし　　くれ は 

髙橋　紅葉
いそ の　　　し　き 
磯野　四季

  　  
―

受賞内容
日本で最も
美しい村賞

金　賞

銀　賞

　

　

銅　賞

　

　

天空の
棚田賞

氏　名
おか　　　   けん た 

岡　　建太
にしおか　　すえ　こ 

西岡　季子
 かつらく　　たか　し  

勝楽　隆司
  あ か し　　　　ただし

明石　　正
はやし　　　 まさ  お　

林　　正男
　かわしま　　しょういち  

川島　正一
まつ  ぎ  　　のぶひろ

松木　宣博
 ながたに 　　 ゆ　み   

長谷　由美
   み　い 　　ひでのり 

三井　秀範
かわばた　　せい  か 

川端　聖佳

作品名

郷の星空

清流修行
「一斉放水、
はじめ！」

ポスター

棚田に負けるな！
天空の星

スノー・モンスター
と私
技術伝承

秋空に咲く

星降る郷

田んぼに棲む
ムツゴロウたち

住所

高知市

高知市

本山町

香美市

高知市

高知市

南国市

愛媛県松山市

香川県綾川町

本山町

■天空の郷もとやま写真コンテスト

　
　本山町では、広く人権問題の理解と、人権意識の高
揚を図るため、人権問題についての標語を募集してい
ます。今年は、町内の小学校・中学校・高校併せて
226点の作品の応募がありました。その中から審査会
で選ばれた最優秀１点と優秀５点の表彰を行いまし
た。なお、最優秀作品は、広報もとやまの下部タイト
ルでも使用されます。

■人権標語コンクール

（
前
列
左
か
ら
：
吉
田
さ
ん
、
藤

川
さ
ん
、
津
田
さ
ん
、
藤
巻
さ

ん
、
大
家
さ
ん
、
山
内
さ
ん
）

前列左から：松木さん、林さん、西岡さん、勝楽さん、川端さん

（
前
列
左
か
ら
：
大
下
さ
ん
、
川
村
さ
ん
）
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　公的年金制度は、老後や障害を負ったときに、働いている世代みんなで支えようという考えでつくら
れた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の方等（国民年金第１号被保険者）は国民年
金に加入することが義務づけられています。20歳になった方には、日本年金機構から、「国民年金加入の
お知らせ」や納付書等により、国民年金に加入のお知らせが届きます。

※国民年金制度の詳しい内容やメリットなどに関係する動画は下記URLからアクセスください。　
　https://www.nenkin.go.jp/ tokusetsu/20kanyu.html

■ 老後のためだけのものではありません！
 　若い時に公的年金制度に加入して、保険料を
納め続けることで、老後や、病気やけがで障害が
残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、
年金を受け取ることができます。 　

■ 国民年金保険料免除等の申請について
 　原則として、保険料を納めなければ年金を受
け取ることができません。しかし、所得が低く保
険料を納めることが困難な方のために保険料免除
制度があります。

20歳になったら国民年金

●問い合わせ先　○住民生活課　住民班　 76-2115　○南国年金事務所　 088-864-1111

もとやまトピックスTOWN  T OP ICS  i n  MO T OYAMA

高知ファイティングドッグスによる
　　　　　　　　　　　　　野球教室が開催されました

　
10
月
23
日
（
水
）
吉
野
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
て
、
吉
野
小
学
校
の
児
童
と

本
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
民
生
委
員

協
議
会
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
が
モ

ル
ッ
ク
を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
上
手
に
投
げ
ら
れ
た
と
き
は
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
し
た
り
、
歓
声
が
上
が
っ
た
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。

　
普
段
関
わ
る
機
会
の
少
な
い
児
童
と
高

齢
者
が
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
た
こ
と

は
、
お
互
い
に
と
て
も
新
鮮
で
、
短
い
時

間
で
も
有
意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

吉
野
小
学
校
児
童
と

高
齢
者
が
モ
ル
ッ
ク
で

　
　
　交
流
し
ま
し
た

　
10
月
23
日
（
水
）
本
山
保
育
所
年
長

児
を
対
象
に
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
に
よ
る
野
球
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
「
野
球
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
の
コ
ー
チ
・
選
手
が
「
投
げ

る
・
捕
る
・
打
つ
」“

や
き
ゅ
う“ 

の
動
き

を
楽
し
く
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　
初
め
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
、

上
井
選
手
か
ら
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
袖
を
通
し
、
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
で
野
球
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
体
験
後
、
こ
れ
か
ら
も
保
育
所
で
野

球
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
、
バ
ッ
ト
や

ボ
ー
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
早
速
友

達
と
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
（
火
）
に
吉
野
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
、
10
月
23
日

（
水
）
に
本
山
小
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
て
、
調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
嶺
北
の
行
政
機
関
の
農
業
分
野
で
組
織
さ
れ
た

「
嶺
北
地
域
農
林
業
振
興
連
絡
協
議
会
」
の
農
業
部
会
が
行
う
も
の
で
、

地
域
の
野
菜
な
ど
の
食
材
を
使
用
し
た
調
理
体
験
・
食
体
験
や
生
産
者
と

の
交
流
を
通
し
て
、
本
山
町
の
農
林
水
産
物
や
食
文
化
等
へ
の
関
心
を
高

め
、
自
分
た
ち
の
食
を
支
え
る
農
業
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
本
山
町
生
活
改
善
実
行
グ

ル
ー
プ
を
講
師
に
迎
え
、
本
山
町
で
収
穫

さ
れ
た
野
菜
を
使
用
し
、
米
ナ
ス
の
お
好

み
焼
き
、
ヤ
ー
コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら
、
し
い

た
け
の
南
蛮
漬
け
な
ど
計
５
品
を
作
り
ま

し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
大
き
な
ナ
ス
や
、
き
れ

い
な
色
を
し
た
ピ
ー
マ
ン
を
切
っ
た
り
、

普
段
あ
ま
り
目
に
し
な
い
野
菜
を
調
理
し

た
り
、
楽
し
そ
う
な
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
調
理
が
少
し
苦
手
な
児
童
に
は
、

講
師
が
つ
い
て
教
え
た
り
、
協
力
し
て
調

理
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
山
小
学
校
、
吉
野
小
学
校
と
も
に
、

楽
し
く
調
理
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
見
ら
れ
、「
ヤ
ー
コ
ン
初
め
て
食
べ

て
お
い
し
い
」「
ナ
ス
を
初
め
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
新
た
な
発
見
も
あ

り
、
講
師
、
児
童
が
充
実
し
た
調
理
実
習

と
な
り
ま
し
た
。

三愛オブリ株式会社
　　　　　　　　　　「三愛オブリの森」体験型環境研修
　10月20日（日）東京都に本社を置く三愛オブ
リ株式会社の金田凖代表取締役会長、隼田洋代表
取締役社長をはじめ、グループ会社を含む60人
の社員らが本山町を訪れ、秋晴れの中、今年で
15回目となる体験型環境研修を行いました。
　三愛オブリ株式会社はエネルギーを扱う企業と
して、さまざまな自然環境への貢献活動を積極的
に行っており、昨年４月には高知県・本山町・本
山町森林組合・三愛オブリ株式会社の４者で結ぶ
６期目のパートナーズ協定を更新し「三愛オブリの森」と名付けた町有林の森林整備にご協力をいただ
いています。
　午前中に行われた七戸での間伐体験では、５班に分かれ森林組合や県林業振興事務所、地域おこし協
力隊員を講師として間伐作業を実施し、参加者はノコギリを使って交代で切り口を入れていきました。
　慣れない作業に苦戦していましたが、うまく伐倒できると周囲からは拍手と歓声があがり、参加者は
体験を通して森林整備の必要性を再認識していました。
　昼食は汗見川ふれあいの郷清流館でランチビュッフェを準備し、多くの地元食材を使った料理を堪能
して何度もおかわりする参加者も見られました。
　昼食後、今年は吉野川流域における協働の川づくり事業での図画表彰式及び汗見川へのアマゴ放流イ
ベントも開催し、社員の方々は表彰された子どもたちとともに放流を楽しみました。
　放流後は吉延に移動し、吉延営農組合の前田博さん、田岡清さん、田岡勇二郎さんを講師として稲刈
り体験を行いました。稲刈り初体験の参加者がほとんどでしたが、稲刈鎌を使用して手際よく作業を行
い、けがもなく無事に体験を終了することができました。
　本山町の森林整備と「三愛オブリの森」交流事業の発展を図るため、今後も三愛オブリ株式会社との
継続した各種事業を実施していきます。

地
域
で
採
れ
た
野
菜
を
使
用
し
た

　
　
　
　調
理
実
習
を
実
施
し
ま
し
た初めてのヤーコンの皮むきちらし寿司作りの具材を入れる様子
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■ 老後のためだけのものではありません！
 　若い時に公的年金制度に加入して、保険料を
納め続けることで、老後や、病気やけがで障害が
残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、
年金を受け取ることができます。 　

■ 国民年金保険料免除等の申請について
 　原則として、保険料を納めなければ年金を受
け取ることができません。しかし、所得が低く保
険料を納めることが困難な方のために保険料免除
制度があります。

20歳になったら国民年金

●問い合わせ先　○住民生活課　住民班　 76-2115　○南国年金事務所　 088-864-1111

もとやまトピックスTOWN  T OP ICS  i n  MO T OYAMA

高知ファイティングドッグスによる
　　　　　　　　　　　　　野球教室が開催されました

　
10
月
23
日
（
水
）
吉
野
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
て
、
吉
野
小
学
校
の
児
童
と

本
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
民
生
委
員

協
議
会
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
が
モ

ル
ッ
ク
を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
上
手
に
投
げ
ら
れ
た
と
き
は
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
し
た
り
、
歓
声
が
上
が
っ
た
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。

　
普
段
関
わ
る
機
会
の
少
な
い
児
童
と
高

齢
者
が
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
た
こ
と

は
、
お
互
い
に
と
て
も
新
鮮
で
、
短
い
時

間
で
も
有
意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

吉
野
小
学
校
児
童
と

高
齢
者
が
モ
ル
ッ
ク
で

　
　
　交
流
し
ま
し
た

　
10
月
23
日
（
水
）
本
山
保
育
所
年
長

児
を
対
象
に
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
に
よ
る
野
球
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
「
野
球
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
の
コ
ー
チ
・
選
手
が
「
投
げ

る
・
捕
る
・
打
つ
」“

や
き
ゅ
う“ 

の
動
き

を
楽
し
く
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　
初
め
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
、

上
井
選
手
か
ら
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
袖
を
通
し
、
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
で
野
球
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
体
験
後
、
こ
れ
か
ら
も
保
育
所
で
野

球
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
、
バ
ッ
ト
や

ボ
ー
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
早
速
友

達
と
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
（
火
）
に
吉
野
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
、
10
月
23
日

（
水
）
に
本
山
小
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
て
、
調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
嶺
北
の
行
政
機
関
の
農
業
分
野
で
組
織
さ
れ
た

「
嶺
北
地
域
農
林
業
振
興
連
絡
協
議
会
」
の
農
業
部
会
が
行
う
も
の
で
、

地
域
の
野
菜
な
ど
の
食
材
を
使
用
し
た
調
理
体
験
・
食
体
験
や
生
産
者
と

の
交
流
を
通
し
て
、
本
山
町
の
農
林
水
産
物
や
食
文
化
等
へ
の
関
心
を
高

め
、
自
分
た
ち
の
食
を
支
え
る
農
業
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
本
山
町
生
活
改
善
実
行
グ

ル
ー
プ
を
講
師
に
迎
え
、
本
山
町
で
収
穫

さ
れ
た
野
菜
を
使
用
し
、
米
ナ
ス
の
お
好

み
焼
き
、
ヤ
ー
コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら
、
し
い

た
け
の
南
蛮
漬
け
な
ど
計
５
品
を
作
り
ま

し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
大
き
な
ナ
ス
や
、
き
れ

い
な
色
を
し
た
ピ
ー
マ
ン
を
切
っ
た
り
、

普
段
あ
ま
り
目
に
し
な
い
野
菜
を
調
理
し

た
り
、
楽
し
そ
う
な
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
調
理
が
少
し
苦
手
な
児
童
に
は
、

講
師
が
つ
い
て
教
え
た
り
、
協
力
し
て
調

理
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
山
小
学
校
、
吉
野
小
学
校
と
も
に
、

楽
し
く
調
理
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
見
ら
れ
、「
ヤ
ー
コ
ン
初
め
て
食
べ

て
お
い
し
い
」「
ナ
ス
を
初
め
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
新
た
な
発
見
も
あ

り
、
講
師
、
児
童
が
充
実
し
た
調
理
実
習

と
な
り
ま
し
た
。
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地
域
で
採
れ
た
野
菜
を
使
用
し
た

　
　
　
　調
理
実
習
を
実
施
し
ま
し
た初めてのヤーコンの皮むきちらし寿司作りの具材を入れる様子



広報もとやま第260号（2025.1）9 「緑の募金」にご協力をお願いいたします 20歳になったら　毎年受けよう　地域医療健診 8広報もとやま第260号（2025.1）

役場からのお知らせ

もとやま花まつり写真コンテストの応募作品を展示中！
　本山町観光協会が主催する第27回もとやま花まつり写真コンテストの受
賞作品他一部の作品をJOKI　COFFEE（ヨキコーヒー：本山町本山521-1）
に展示しています。
　本山町内を彩る美しい花々を撮影した力作揃いです。
　おいしいコーヒーと可憐な花々の写真でほっと一息、カフェタイムを楽し
んでみてはいかがでしょうか。展示は令和７年３月31日までになっていま
す。ぜひお立ち寄りください。

※営業日・営業時間につきましてはJOKI　COFFEEホームページ、インスタグラム、
フェイスブック等でご確認ください。

●問い合わせ先　
○本山町商工会　
　　　　　 76-2160●問い合わせ先　○健康福祉課　 70-1060

フレイル予防について

　元気で健康にいるためには、心地よい範囲で、あるいは無理のない範囲で体を動かした方がよいとい
われています。
　また、体を動かす運動等は一人で行うのではなく、知人・友人たちと一緒にグループで活動すると長
く続けやすいです。
　たとえ少しの運動でも全くしないより、ずっと良いことが分かっています。

　「今より少しでも多く体を動かす」ことで、より元気に、より健康になれます。
　そのために、まずは自分自身の「今」を確認しましょう。

今の運動習慣が分かったら…
●今よりも少しでも多く体を動かすことを目標にしましょう！
　身の回りに体を動かす機会はたくさんあります。普段の生活を振り返り１日数分でもよいのででき
ることを考えてみましょう。

今の座位時間が分かったら…
●今よりも座位時間を10分短くできないか考えてみましょう！ちょっとした工夫でできるかもしれま
せん！やってみましょう！
●座り続けている時間が１時間を超えることがたびたびあるようでしたら、30分に１回体を動かすこ
とを習慣にしましょう！

今の歩数が分かったら…
●今よりも歩数を増やせないか考えてみましょう！
●１人で歩くよりも家族や友人たちと一緒に歩くことも楽しく歩けます。
●背筋を伸ばして、前を向いて歩くだけでも歩幅が広がり、運動効果を高めることも期待できます。

元気と健康のために！

まずは自分の状態を確認してみましょう

●健康や体力の維持・向上を目的として計画的・定期的に行っている運動が
１週間に何分あるのか、思い出してメモしてみましょう。

●１日何時間座っているか（じっとしているか）記録してみましょう。

●スマホや携帯電話に歩数を測定するアプリや機能がついているか確認して
みましょう。
●付いている場合は、自分が普段から何歩、歩いているか確認してみましょう。

買い物に行くときに少し遠回りを
してウォーキングをする

自宅などの階段を利用して
昇り降りをしてみる

ウォーキング
プラス15分で
1,500歩増加

出典：厚生労働省「健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023」

実践してみましょう

　
私
は
本
山
町
で
生
ま
れ
、
嶺
北
高
校

時
代
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い

て
い
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
は
、
都
会
へ
の
憧
れ
も

あ
り
、
兵
庫
県
の
神
戸
国
際
調
理
製
菓

専
門
学
校
に
進
学
し
、
２
年
間
調
理
の

知
識
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
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RELAY
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将
来
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い
ち

　
　
　
　
　
　

  
　
　

 

　
　
　

 

西
村

　太
一
さ
ん

 

　
専
門
学
校
を
卒
業
後
は
地
元
に
戻
り
、
実
家
の
居
酒
屋

に
勤
め
、
は
や
10
年
以
上
が
た
ち
ま
し
た
。

　
忙
し
い
時
期
の
仕
入
れ
は
大
変
で
す
が
、
良
い
魚
を
探

す
の
は
す
ご
く
好
き
で
す
し
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
「
う
ま

い
！
」
の
一
言
が
す
ご
く
う
れ
し
く
て
、
と
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
お
店
を
始
め
て
、
知
ら
な
い
方
と
関
わ
る
こ
と
も
多

く
、
人
と
の
交
流
が
増
え
た
こ
と
も
良
い
経
験
に
な
っ
て

い
ま
す
。
全
体
が
見
渡
せ
る
店
内
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
、
こ
の
お
店
の
良
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
変
わ
り
な
く
地
域
の
方
の
集
い
の
場
と

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
料
理
を
す
る
こ
と
は
す
ご
く
好
き
な
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く

は
屋
台
な
ど
、
自
分
の
お
店
を
立
ち
上
げ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

　次
号
は
、
西
村

さ
ん
か
ら
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
小
野

裕
久
さ
ん
で
す
。

お

　の

ゆ
う
き
ゅ
う 趣味は？

ゴルフ
料理

運動習慣

座位時間

歩数
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　本山町古田出身の蛇笏賞受賞俳人・右城暮石の功績を称え、第32回右城
暮石顕彰吉野川全国俳句大会を開催します。事前句の選者に右城暮石創設
の俳誌「運河」現主宰・谷口智行さんと、「円錐」編集人・発行人山田耕
司さんをお迎えします。併せて県内学生の部俳句大会を開催します。募集
要項、投句用紙は大原富枝文学館、本山町プラチナセン
ター、さくら図書室で配布しています。
　ふるってご投句ください！

ダウンロードはこちらからどうぞ →

だ こつしょう う  しろ　ぼ  せき

たにぐちともゆき えんすい やま  だ  こう  　

じ

≪表　彰　式≫　
　と　き：４月13日（日）13:00～
　ところ：本山町プラチナセンター
　　　　　　　　　　　ふれあいホール
　当日句受付：10:00～11:30

　表彰式のほか、山田耕司さんの記念講演
「令和版・俳句漂流記」、当日句俳句大会
を行います。記念講演の聴講のみの参加も
できますので、お気軽にご参加ください。
どうぞお楽しみに。

問い合わせ先
大原富枝文学館 76－2837大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより

【山田耕司 氏】
　1967年群馬県桐生市生まれ。句集に『大風呂
敷』『不純』。脚本演出「あの鐘を鳴らすのは
サザエ」「くれなゐの鐘」。童話「すないるか
のつかまえかたについて」。

第32回右城暮石顕彰吉野川全国俳句大会 投句募集（～1/31）

《本山町食生活改善推進協議会》

【谷口智行 氏】 
　1958年京都府生まれ、和歌山県新宮市育ち。句集
に『藁嬶』『媚薬』『星糞』『海山』、評論に『熊
野、魂の系譜』『熊野概論』『窮鳥のこゑ』など。

わらかか び  やく ほしくそ うみやま

きゅうちょう

防災コーナー
　ハザードマップは、自分の住んでいる地域や職場などについて、「どのような災害のリスク
があるか」「災害が起こった場合はどこに避難したらいいのか」などが分かる地図です。

　土砂災害のハザードマップは、大雨や地震などによって
崖崩れや土石流、地すべりが起こる可能性のあるエリアを
表示しているマップです。

　※本山町土砂災害ハザードマップは
　　　　　　　　　　本山町ＨＰから

　黄色や赤色の部分は土砂災害のリスクが高いエリアであるため、大雨や地震発生時には、気
象情報や自治体の避難情報にもとづいて避難が必要になる場合があります。

いざというときに備えてハザードマップを活用しよう
　防災で大切なことは、自分の生活圏で起こりうる災害リスクと避難場所を把握することで
す。この２つを正しく理解しておくと、災害が発生したときにスムーズに避難できるでしょう。
　災害はいつどこで発生するか分かりません。災害リスクと避難場所を知っておくためにも、
改めてハザードマップを確認し、防災意識を高めましょう。

ハザードマップで
地域の危険性を確認しよう！

●問い合わせ先　○総務課　 76-2223

★ 材 料 ★

①「スープ用糸寒天」をたっぷりの水で10分もどし、水気を
きっておく。
②豚肉は一口大に切り、Aを混ぜあわせたボウルに入れてよ
くもみ、10分ほどおく。
③にんじんは千切り、玉ねぎは薄切り、えのきとニラは5㎝
の長さに切る。
④フライパンにごま油をひいて中
火で熱し、②を入れて炒め、火
が通ったら③を入れて炒める。
⑤玉ねぎがしんなりしたら火を止
め、①を加えて混ぜ合わせる。

★ 作り方 ★

《寒天入りチャプチェ》2人分《寒天入りチャプチェ》2人分

　10月25日（金）本山町保健福祉センターにて、自己学習としてヘルスメイトを対象に推進教室を
実施しました。伊那食品株式会社の方による「食物せんいたっぷり料理講習会」の研修を行いまし
た。座学では「寒天のもつ食物繊維のはたらき」「寒天のさまざまな可能性」「寒天とゼラチンの違
い」などについて学びました。また、調理実習では伊那食品株式会社に提供いただいた商品を使用
した料理を作りました。今回は「スープ用糸寒天」を使用した「寒天入りチャプチェ」をご紹介し
ます。ぜひご家庭で作ってみてください。

本山町食生活改善推進協議会の活動報告

■スープ用糸寒天・・・・・・5ｇ
■豚肉（こま切れ）・・・・100ｇ
　　濃口醤油・・・・・・・・・・小さじ2
　　料理酒・・・・・・・・・・・・大さじ1
A　みりん・・・・・・・・・・・・大さじ1
　　オイスターソース・・小さじ1
　　にんにく（チューブ） 3㎝
■にんじん・・・・・・・・・・・・¼本
■玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・¼個
■えのき・・・・・・・・・・・・・・¼袋
■ニラ・・・・・・・・・・・・・・・・2本
■ごま油・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
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★本山小★

1/  8（水） 始業式
1/  8（水）～10（金） ゆるやかなスタート期間
1/25（土） マラソン大会、引き渡し訓練
1/27（月） 代休
1/30（木） ＣＲＴ学力調査
1/31（金） 嶺北中学校体験入学

★吉野小★

1/  8（水） 始業式、身体測定
1/15（水） 保育所との交流
1/24（金） 英語検定
1/25（土） 人権参観日、一日先生
1/27（月） 振替休日
1/31（金） 嶺北中学校体験入学

★本山保育所★

1/  4（土） 保育始まり　 
1/  9（木）・24（金） 
　　　　　子育てサロン「すまいる」
1/15（水） 吉野小学校との交流
　　　　　避難訓練（火災）
1/16（木） 歯科講習（きりん組親子）
　　　　　13：30～14：30
1/17（金） 交通安全教室（きりん組）

MOTOYAMA

★・1月の行事日程・★★・1月の行事日程・★★・1月の行事日程・★★・1月の行事日程・★

★嶺北高校★

1/  8（水） 始業式
1/18（土）～19（日） 大学入学共通テスト
1/23（木） ファイナルレポート（発表会）
　　　　　【プラチナセンター ホール】
1/24（金） 第３回英語検定（一次）

児童の感想（一部抜粋）
★神戸新聞社で阪神淡路大震災の被害について
学習しました。地震が起きたということを他人
事だと思ってはいけないことを学びました。こ
れからは、家で地震などの災害が起きた時のた
めに、避難する道や場所を確認しなおそうと思
いました。
★東大寺の大仏が思っていたより大きくてびっ
くりしました。通るといいことがあるという大
仏の鼻と同じ大きさの穴も通ることができま
した。私は、穴につまって通れないんじゃない
かと心配だったけど通れてよかったです。
★海遊館には、イカやカニ、エイなどたくさんの
魚がいました。その中でも心に残ったのは、ジ
ンベイザメです。えさを食べながら優雅に泳い
でいる姿がかわいかったです。
★待ちに待ったユニバーサルスタジオジャパン
に行きました。最初に、ハリーポッターでバ
タービールを飲みました。その後、ジョーズに
乗って水を浴びてきて、マリオのパンケーキサ
ンドを食べました。ぶどうとクリームがあって
いて、とてもおいしかったです。

MO
TOY

AM
A

学校・保育
だよ
り

Vol,19
8

★子育て支援センター★

1/10（金） 絵本に親しもう
1/15（水） 身体測定・育児相談
1/17（金） お誕生会
1/24（金） つくって遊ぼう
1/30（木） 子育て講座「押し花教室」

★嶺北中★

1/  8（水） 始業式
1/  9（木） 第５回３年実力テスト
1/12（日)・18（土）・19（日） 中学校バレーボール
　　　　　新人戦（天王体育館他）
1/22（水） 地教委学校訪問
1/24（金） 第３回英語検定（一次）　
1/25（土） 道徳参観日
　　　　　本山町ＰＴＡ研究大会
　　　　　（実践発表、スカッシュバレー大会）
1/26（日） 高知県市町村対抗駅伝競走大会
1/27（月） 代休（1/25）
1/28（火） 公立高校Ａ日程出願開始（～1/30）
1/31（金） 嶺北中学校体験入学

　10月９日から11日までの３日間、本山小学校と
吉野小学校の６年生21人が連合修学旅行に行って
きました。行き先は、神戸・奈良・大阪方面です。
　１日目は神戸で震災学習をしました。２日目は午
前中に東大寺と法隆寺で歴史学習、午後は海遊館の
見学をしました。２日間のさまざまな活動を通し
て、学校では得られないたくさんの学びができたと
思います。３日目はお楽しみのＵＳＪです。お目当
てのライドに乗ったり、たくさんのお土産を買った
りして、それぞれが楽しい時間を過ごしていました。
　一緒に過ごした３日間。２校の子どもたちが一緒
に楽しんでいる姿も多く見られ、子どもたちの絆も
より一層深まった修学旅行となりました。
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